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 会長挨拶 

会報誌第64号発行に寄せて 

～新会員の挨拶も兼ねて～ 

 

NHO 相模原病院 

神奈川地区会会長  佐藤 俊行 

 

皆さん初めまして･･･と言うより15年ぶりに相模原

に戻って来てしまいました佐藤と申します。年度中途

の会長ですが、焦らず見聞きしながら会務を遂行して

参りたいと考えております。   

さて、30 年前職員として出発した相模原。内示を頂

いた時はまさかの 2 週目？ しかも今一番激熱と言わ

れているあそこ･･･と、頭の中は赴任前既に殺意と退職モード一色でした。しかしながら天性のお気楽性格

のおかげか、優秀な副技師長のおかげか、結構やっていけそうな気がしています。今は･･･。 

 ところで、私は転勤をした時は必ず新しい事を始めようと心がけています。それでも偏るのが子供の頃

から大好きな海で遊ぶ事です。正直、海岸にいれば趣味なんか無くても一日中楽しいのですが、今は 4 年

前から始めたスキューバダイビングに行くのが何よりの楽しみです。水族館でしか見られなかった魚達が

人間達の捨てた空き缶やタイヤ等のゴミを利用してたくましく生きている姿を観ているだけで心が癒され

ます。はっきり言って、仕事を忘れるために行くのですが、良いことも悪いことも含めて、人生はロール

プレイングゲーム。今の相模原病院ステージはいきなりラスボスが出てくるような所ですが、無事クリア

して次のステージを目指すだけです。 

元来、不器用で仕事と他の活動を同時進行するのは非常に苦手なのですが、せっかく戻った神奈川県。

地区会活動も楽しく有意義に過ごせたらなと思っています。次の総会（任期）までには「検査科自慢」と

いう残酷なお題の支部学会ポスター作成が控えております。会員皆さんの知恵とアイディアをお借し下さ

い。今後とも宜しくお願い致します。 
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 新会員の挨拶 

 

ＮＨＯ相模原病院 

 

副臨床検査技長  山崎 茂樹 

 

平成 31 年 4 月 1 日付で相模原病院へ配置換えとな

りました山崎と申します。私は神奈川県出身ですが、

神奈川地区会は初めてとなります。前地区会は少人数

でしたが楽しく活発な地区会でした。神奈川地区会に

おいても楽しく参加できるように盛り上げていければ

と考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

相模原病院は厳しい施設と聞いて赴任してきました

がとても意外でした。スタッフは皆元気で自分のイメージとは違う検査室でした。また、同窓生や前々施

設で一緒に働いていた顔見知りの方が多いことに驚いています。不安な気持ちでの異動となりましたが、

これなら楽しく仕事ができるかもしれないと思っています。まだ、これからだとは思いますが… 

私自身は見た目が怖いらしい？こと以外、特に取柄もなく、大した趣味もなく、お酒も強くないし、面

白みに欠ける人間ではあることは自覚しています。でも、マイナス思考ではなく常に前向きを心がけてい

ます。 

この先、相模原病院、神奈川地区会にどれくらい貢献できるかはわかりませんが、一生懸命がんばりま

すのでご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたします。 
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主任臨床検査技師  安田 秀平 

 

 ４月 1 日付けで NHO 横浜医療センターから相模原病院に昇任で参り

ました安田秀平と申します。宜しくお願い致します。 

神奈川地区内の異動ということもあり、顔なじみの方々もいらっしゃる

かとは思いますが、改めてご挨拶をさせて下さい。 

 私の生まれは、神奈川県川崎市で、学生時代を相模原市で過ごし、こ

の度相模原病院の異動で、慣れ親しんだ土地と小田急線での電車通勤を

懐かしく思いつつ、日々の業務に励んでおります。 

 学生時代は、野球、バスケットボールとスポーツ中心の生活を過ごし

ておりました。現在は、社会人になった時、体力維持を目的に始めたマ

ラソンが、週末の日課となり、4 月から横浜市瀬谷区に引っ越しをしましたので、新しいマラソンコース

を開拓中です。数年前から東京マラソンの抽選に応募しているのですが、なかなか当選できず、今回は新

しい元号「令和」最初の大会なので、なんとか当選できればいいなと思っております。 

 相模原病院に勤務して二ヶ月が過ぎようとしていますが、まだまだ分からないことがたくさんあり、多

くの方に助けていただいております。こんな私ですが、一日も早く相模原病院、神奈川地区会の一員とし

て貢献できるよう頑張っていきたいと思いますので、今後とも宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

臨床検査技師  中山 佳苗 

 

この度、平成 31 年 4 月 1 日付けで NHO 相模原病

院に採用になりました中山佳苗と申します。臨床検査

技師として、某企業のブランチラボで 7 年間勤務して

おり、生化・免疫部門を担当してきました。 

出身は神奈川県茅ヶ崎市です。自宅は川崎市で、職

場との距離は遠くもなく近くもなくといった感じです。

仕事が終了したら、すぐに帰宅できるので明るいうち

に帰宅ができる喜びを噛み締めています。 

趣味は、ソフトボールです。高校生の 3 年間はソフトボール部がなくバドミントン部に所属していまし

たが、小学校 3 年生から現在まで現役選手として活動しています。現在は川崎市協会のソフトボールチー

ムに所属し、大会にも出場しています。小・中と外野手で現在は内野手です。今は 7 月の県大会に向けて

練習に励んでいます。 

相模原病院では、生化部門を担当しており、7 年間やってきた経験はありますが、初心を忘れず、一か

ら鍛えなおす所存です。至らない点も多々あるとは思いますが、ご指導ご鞭撻の程何卒よろしくお願い申

し上げます。 
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臨床検査技師  柏木 麻美子 

 

平成30年12月1日付で相模原病院に正職員として

採用になりました。柏木麻美子と申します。 

専門学校卒業後、大学病院、検査センターを経て、

NHO に採用となりました。 

病院実習中に病理検査に興味を持ち、「就職先は病理検

査室がいい！」と思い、その願いが叶い、卒業後は病

理検査にのみに携わって参りました。 

「病理検査室で仕事をするからには細胞検査士の資格も」と単純な思いから勉強を始め、人よりも時間が

かかりましたが、細胞検査士の資格を取得することができました。が、現実は思った以上に厳しく、経験

や知識が必要であり、何事もそうですが、取得してからが重要であることを感じている日々です。 

そのため、他の検査について業務実施経験が無く、学生時代の知識も忘れている事が多いので、それが採

用されてからの悩みでもあり不安でもあります。 

私は産まれも育ちも神奈川県藤沢市です。学生時代はテニス部に所属し、社会人になってからはスクー

ルに通いストレスを発散していました。また、休みの日は海で遊び、日焼けを気にせずに生活をしていた

ので、そのツケが最近出現し、近頃とても後悔しています。 

子供が生まれてからは公園などで遊ぶ事が多く、今年こそは子供を連れて一緒に海で遊びたいと思ってい

ます。 

検査センターと病院の違い、自分自身の知識のなさ、仕事への向き合い方など、今までは考えなさ過ぎ

ていた日々を深く反省し、先生や先輩方のご指導もあり、努力している日々でございます。至らない点も

多々あり、ご迷惑をおかけするかと思いますが、ご指導ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。 
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ＮＨＯ横浜医療センター 

 

副臨床検査技師長  遠藤 隆  

 

平成３１年４月１日付で高崎総合医療センタ－より

昇任で参りました。遠藤隆と申します。どうぞよろし

くお願い致します。 

いままで転勤した施設は中野病院（統廃合より閉院）

から始まり、東京医療センタ－、国際医療センタ－、

高崎総合医療センタ－、そして現在横浜医療センタ－

で５施設目になります。神奈川地区会は初めてです。 

出身は東京都練馬区で 23 区中では珍しく、今もなお畑が多く残っています。近隣には東映の大泉撮影

所がありまして、戦隊ヒ－ロ－が乗っていた車などが撮影所の裏の駐車場に止めてあったりして、子供の

頃ワクワクした覚えがあります。 

趣味は 10 年前ほどに友人の勧めもあって、メタボ体型改善と運動不足解消を目的にロードバイク（自

転車）に乗っています。平日は帰宅時間が遅いため、まったく運動はしていませんが、週末に一歩自転車

を漕ぎ出せば 100 キロぐらい距離を普通に走れてしまうから驚きです。最近のロードバイクは性能がいい

ですね。そして自転車の魅力はなんと言っても四季を感じられることですね。車や電車では味わえない爽

快感がありますし、目的地まで人力で行けた達成感はなんとも言えません。その後はその土地の美味しい

ものを食べると言う目的もあります。運動後なのでつい食べ過ぎしまうのが難点ですね。自転車は心肺機

能の向上とストレス解消にもなり、健康にもなれていいことずくめなので興味のある方は是非始めてみて

下さい。神奈川県は自転車で走る見どころがたくさんあると聞いています。三浦半島の海岸線や古都鎌倉、

江の島そして自転車乗りの聖地 ヤビツ峠があります。もう少し仕事に余裕が出来たら、週末にでも走って

みたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６ 

 

主任臨床検査技師  阿部 浩 

 

神奈川地区会のみなさま、こんにちは。 

5 月 20 日付で国立療養所多磨全生園より配置換え

で参りました阿部と申します。賃金職員として東京病

院にお世話になり、埼玉病院、がんセンター中央病院、

霞ヶ浦医療センター、全生園と 6 施設目となり、神奈

川県での勤務は初めてとなります。自宅は東京で、電

車を乗り継ぎ通っております。この横浜医療センター

に来て最初に感じたことは、技師の方も先生方も若い方が多く活気がある職場だなと思いました。50 過ぎ

で赴任してきた私は気後れしてしまいそうでした。 

趣味は子供と釣りに行くことです。最近は私も子供も少しばかり忙しくなり回数が減ってしまい、「この

時期はとても良いのに・・・」と通勤の電車の行き先を見て、そんなことを思ってしまいました。 

 仕事の方は生化学を中心に携わってきました。昨年から施行された医療法の改正で検体検査部門の方は

身が引き締まった思いで行っていることと思いますが、私もその一人です。 

 最後になりますが、このような新人ですが宜しくお願い致します。 

 

主任臨床検査技師  小池 勝人 

 

4 月 1 日付けで茨城東病院から横浜医療センターに

昇任で参りました小池勝人と申します。担当は、前施

設と同じく細菌検査を担当しております。 

 初めての昇任とともに転勤と関信支部の広報の大役

を仰せつかり、立場と環境の変化で緊張や不安でした

が、皆様にお力添えを頂いて、日々業務をこなすこと

ができております。 

 前施設周辺の環境は、何もない田舎でしたので、当院の内示が出たとき、横浜市の大都会に馴染めるか

不安がありましたが、当院の周辺は、閑静な住宅街が立ち並ぶ落ち着いた環境でとても安心いたしました。 

横浜市に住んでから二か月が過ぎましたが、最近は、横浜駅近くにある山下公園を散歩したり、横浜中華

街に行き食事をしたりと、横浜の生活を楽しんでいます。 

 私の趣味は、音楽鑑賞です。音楽センスの良い前施設の同僚に勧められた曲を聴いてから、夢中になり

ました。週末はお気に入りの音楽を聴いて、リフレッシュしています。好きなアーティストの中でお気に

入りの曲は、sumika の「MAGIC」や「Lovers」のようなテンポの良い曲です。最近は、知り合いに勧め

られた髭男 dism の曲もよく聴いています。 

テンポの良い曲など、皆様のオススメの曲がございましたら、ぜひ教えてください。 

私は趣味が少ないので、新しい趣味を模索中です。好きなアーティストの歌を上手く自分でも歌いたい

気持ちがあり、カラオケを新たな趣味にしようと思っています。私の周りの方は、歌を歌うのが上手な方

が多く、たまに一緒にカラオケに行くことがあります。あまり上手に私は歌うことができず、カラオケに

行く度に、上手に歌を歌いたい気持ちがありました。そこで、気兼ねなく歌の練習ができる「ヒトカラ」

に今度チャレンジしてみたいと思っています。 

 神奈川地区会会員の皆様、これからもどうぞよろしくお願いいたします。 
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主任臨床検査技師  呉屋 薫 

 

 平成 31 年 4 月 1 日付けで国立国際医療研究センタ

ー国府台病院より横浜医療センターに昇任で参りまし

た呉屋薫（ごや かおる）と申します。現在、前施設

と同じ生理検査を担当しています。 

 横浜市内に住んでいるため、前施設では通勤に 2 時

間かかっていたのですが、今は約 1 時間ですむように

なり、電車に乗ったと思ったら、あっという間に着い

てしまう感覚で毎日通勤をしています。通いやすく、公私のバランスもとりやすいので、とてもありがた

く思っております。 

 着任前は横浜医療センターのような大きな病院で主任としてやっていけるのか、また検体検査の経験が

ほぼない状態で第 3 次救急に対応している日当直勤務が一人でしっかりできるようになるのか等、不安に

思っていました。しかし、実際働いてみると以前一緒に働いていた方々が数名いらっしゃり、一安心。ま

た、スタッフの皆さんが話しやすく親切で、分からないことも丁寧に教えて下さるので、皆さんに支えら

れながら、なんとかやらせて頂いています。 

 私生活では、2 歳と 4 歳のやんちゃな息子が二人いるので、朝起きてから寝るまで、とにかく慌ただし

く毎日が過ぎていきます。そんな中、最近、密かな楽しみを見つけました。息子達がテレビで大好きな仮

面ライダーをよく観ているのですが、子供と一緒にそこに出てくるイケメンを見て癒されることです。こ

れからも、そんな小さな楽しみを色々見つけてエネルギーをもらいつつ、日々の業務に励んでいきたいと

思います。 

 まだ不慣れで分からないことも多々あり、ご迷惑をおかけすることもあるかと思いますが、どうぞよろ

しくお願いいたします。 
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臨床検査技師  森 真衣子 

 

本年度から横浜医療センター病理検査室に配属とな

りました、森真衣子と申します。よろしくお願いいた

します。臨床検査技師としては 4 年目になりますが、

総合病院での実務経験はなく、検体検査や病理検査な

どは学生実習以来となります。初めてのことばかりで

すが、あたたかい先輩方に教えていただきながらやり

がいのある日々を送っております。 

 病理検査はともかく、検体検査にも触れずに今まで何をしていたかといいますと、地元の栃木県内にあ

る有床診療所で神経生理に携わっていました。具体的には、術中モニタリングや、MRI といった臨床検査

技師としては少しマニアックなことをやらせていただいておりました。その他にも健診業務や術前の検査

などを行ってはいましたが、検体検査はすべて外注で、すべての業務を一人で行っていたので、現在の環

境とは大きくかけ離れていました。前職と比べると現在の方が、業務内容が濃く充実していると感じます

が、神経生理の面白さを忘れられないところがあるので、今後どこかで機会があればそこにも携わってい

きたいと心の隅で思っています。 

 前の職場は栃木県の宇都宮市で生まれも北部の那須なので、県外に出るのは今回が初めてになります。

神奈川県は良いところだと感じています。病院の近くには魅力的なものは少ないですが、少し足をのばす

と江の島や鎌倉といった観光名所が多く休日が充実しています。せっかく神奈川県に来たからには魅力を

体験し尽くしたいと考えているので、おすすめのスポットがあれば教えていただきたいです。逆に栃木県

の魅力を発信していきたいとも思っておりますので、神奈川地区会の皆様方、今後ともよろしくお願いい

たします。 
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ＮＨＯ久里浜医療センター 

 

副臨床検査技師長  濱田 靖 

 

4 月 1 日付で埼玉病院より久里浜医療センターに昇任で

参りました。簡単に自己紹介いたします。現在までの勤務

施設は国立がん研究センター中央病院、国立がん研究セン

ター東病院、埼玉病院、久里浜医療センターで、東京、千

葉、埼玉、神奈川と反時計回りに移動してきました。自宅

は横浜ですが神奈川地区会は初めてとなります。 

趣味といえるほど打ち込んでいるものはありませんが、

最近、運動不足解消を目的にトレッキングを始めました。お金をかけないで、近場の箱根、三浦半島、丹

沢、大山付近を日帰りで回っております。体力が伴わないので、2 時間も斜面を登ると息が切れますが、

気持ちが良いので、苦になりません。現在は、キャンプも面白そうなので、日帰りで出来る程度の調理器

具を物色中です。 

さて、久里浜医療センターは海に面しており、景色が良くとても癒されます。反面、天気が悪いと、施

設が老朽化しているため、壁の亀裂から水が染み出してしまい、その処理が大変です。当施設は東京ドー

ムの 3 倍という広大な敷地で、目の前は野比海岸、その先を見渡すと東京湾を隔て房総半島が見渡され、

背後には、山が迫っており自然豊かです。おかげで、部屋内に昆虫や、ヤモリなどの生き物が良く紛れ込

みます。先日も、プリンターから、紙でなくヤモリが飛び出してきましたが、だんだんと慣れてきました。 

まだまだ至らない所もありますが、日々精進して、スタッフ、施設のために努力したいと存じます。ま

た、神奈川地区会の皆様にもご指導ご鞭撻をよろしくお願い致します。 
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ＮＨＯ箱根病院 

 

臨床検査技師長  澤部 祥子 

 

「山が近い！」風祭駅に降り立った時の第一印象です。同時に懐か

しさを覚えました。山に囲まれた故郷の青森県を離れて 30年以上、

東京都と千葉県を行ったり来たりで、視界の中に山がある感覚を忘

れていましたが、蘇ってきたのです。さらにここからは、故郷には

無かった海も望むことができます。敷地内にある滝の近くでは蛍を

見ることもできるそうです。素晴らしい自然に囲まれていて、ここ

ろの洗濯ができているようです。 

「患者さんが近い！」検査科は 2人で切り盛りしているので、採血

から血液検査、尿検査、心電図など、1 人の患者さんの全ての検査

に関わることができます。全体を把握しながらデータを読むことが

でき、まさに検査技師としての基本に立ち返った思いで業務に励んでいます。 

「スタッフが近い！」他部門のスタッフ同士の顔が見えるアットホームな雰囲気は、小規模施設ならでは

と感じます。検査科にも毎日いろんな人が出入りして、会話もはずみます。 

5 月 20 日付で東京医療センターから異動となり、賃金職員時代も含めると 6 施設目となる箱根病院です

が、上記の理由でたちまちお気に入りとなりました。これまでの経験が活かせるよう、尽力していきたい

と思っています。ただ、技師長としてはまだまだ新米ですのでわからないことも多く、悪戦苦闘の日々が

続いています。 

今回初めて神奈川地区会員となります。初めて一緒になる方が多いですが、他の地区会で一緒だった懐か

しい方もたくさんいらっしゃいます。微力ながら神奈川地区会を盛り立てていけるよう貢献したいと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 



１１ 

 

 

 

第 46回国臨協関信支部学会地区会コーナー 

（平成 30年 9月 1日ポスター掲示） 



１２ 

 

 

国臨協関信支部神奈川地区会会則 

 

平成 6年 3月 5日施行 

平成 17年 2月 26日 一部改訂 

平成 20年 3月 1日  一部改訂 

平成 21年 3月 7日  一部改訂 

平成 22年 10月 30日一部改訂 

平成 24年 4月 1日  一部改訂 

平成 27年 11月 14日一部改訂 

 

(名称) 

第 1条 この会は、国臨協関信支部神奈川地区会(略称神奈川地区会)という。 

(目的) 

第２条  この会は、研究･学術ならびに知識の向上さらに施設相互の交流、会員 

相互の親睦等を図ることを目的とする。 

(事業) 

第 3条 この会は、前条の目的達成のために、必要な事業を行う。 

(事務所) 

第 4条 この会の事務局は、事務局長の担当施設に置く。 

(単位) 

第 5条 この会は、国臨協関信支部と提携し、各施設毎に単位を置く。 

(会員)  

第６条 この会の会員は、神奈川県にある独立行政法人国立病院機構の病院ならびにセンタ

ーに勤務する検査科の職員とする。 

(役員) 

第 7条 この会に、次の役員を置く。 

    会長 1名、事務局 1名、会計 1名、理事若干名、会計監査 1名。 

(職務) 

第 8条 役員の職務は次の通りとする。 

  (1)会長は、この会を代表し会務を総括する。 

  (2)事務局は、本会の会務を司る。 

  (3)会計は、本会の会計を担当する。 

  (4)理事は、各会務を担当する。 

  (5)会計監査は、本会会計を監査し総会に報告する。 
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(役員の選出) 

第 9条 役員の選出は次の通りとする。 

  (1)この会の会長は、総会で承認することにより定める。 

  (2)この会の理事は、各単位毎に選出し総会で承認する。 

  (3)この会の事務局･会計は、理事会で互選する。 

  (4)この会の会計監査は、次期総会担当施設が行う。 

ただし、会計と会計監査が同施設の場合は理事会の協議により変更することができる。 

(役員の任期) 

第 10条 役員の任期は、1ヵ年とするも再選を妨げない。 

(役員の補充) 

第 11条 

(1) 会長が任期途中で転勤、病気等で辞任した場合は、理事会で選任し次期 

総会で報告する。 

(2) 会長以外の役員が任期途中で転勤･病気等で辞任した場合、該当施設は 

速やかに後任者を選出しなければならない。 

(会議) 

第 12条 この会は、次の会議を開催する。 

    (1)総会は、年 1回開催し当日参集の会員をもって構成する。 

    (2)理事会は、会長、事務局長、会計、理事をもって構成する。 

(会計) 

第 13条 

    (1)この会の会計は、会員の会費等を以ってあたる。 

    (2)この会の会費は、1年間 1人 500円とし、各単位毎に第 1回理事会まで 

に納入するものとする。すでに納入した会費、その他拠出金は返還し 

ない。 

    (3)この会の会計は、総会において会計報告及び会計検査報告をする。 

    (4)この会の会計年度は、10月 1日より翌年の 9月 30日迄とする。 

(旅費規程） 

第 14条 

(1)この会の旅費は、交通費（普通車実費）とする。 

(2) 行動費として 500円支給する。 

 

(付則) 

    (1)この会の会則は、総会の了承を得られなければ改廃することが出来ない。 

    (2)この会則は、平成 22年 11月 1日から施行する。 
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(細則) 

第１条  会則第 12条 1項の総会の開催場所は、各単位(施設)で持ち回りとする。 

        順番は、独立行政法人国立病院機構 神奈川病院、相模原病院、横浜医 

療センター、久里浜医療センター、箱根病院とする。 

         ただし、理事会の協議により変更することができる。 

第２条 総会時の承認は、当日参集する会員の過半数の賛同をもって成立する。 

第 3条  次期会長候補は、理事会が推薦する。 

        理事会は、必要な場合文書等をもって協議することができる。 

第 4条 大規模施設等（相模原、横浜）からは複数名選出することができる。 
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神奈川地区会会員名簿 

 

 

            令和元年 7月 1日現在 
 

 

 

 

  

● NHO 相模原病院 ● NHO 横浜医療センター 

佐藤 俊行 小関 満 

中島 亮 武山 茂 

山崎 茂樹 遠藤 隆 

中野 和明 加藤 誠 

鈴木 芳明 播井 美由紀 

川上 正裕 阿部 浩 

田中 暁人 濵田 大輔 

    市川 喜代子 伊藤 慧 

春原 悟 内海 雅文 

井田 貴明 小池 勝人 

安田 秀平 呉屋 薫 

安田 寿美子 野中 照美 

福永 利恵子 佐久間 みゆき 

安保 伸樹 大畑 真利 

藤原 由貴乃 畠山 奈帆子 

福富 健司 高橋 千尋 

中江 真莉子 松島 麻衣子 

幡野 廣樹 李    平淑 

臺  あさみ 宮川 真名実 

吉田 陽子 新本 恵理香 

鹿毛 亮祐 大森  衣里子 

錦織 春菜 高橋 美樹 

田中 敬涼 森 真衣子 

水永 ちひろ  

小林 大暉  

堀口 陽平  

柏木 麻美子  

中山 佳苗  
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● NHO 神奈川病院 ● NHO  久里浜医療センター 

山田 大助 佐藤 紀之 

金子 勇 濱田 靖 

立川 恵子 竹内 智也 

山田 貴正  原   幸子 

山崎 直樹   近藤 南 

東澤 恭介 齋藤 ひとみ 

中井 敦子  

加山 新菜  

  

● NHO 箱根病院  

澤部 祥子 

藤田 圭子 
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 立川 恵子 

 藤田 圭子 

 井田 貴明  

 李  平淑 

 齋藤 ひとみ 

  
 

 

   編集後記 

夏の暑さを感じ始める時期になってきた今日この頃。元号も令和に変わり、「令和」初の神奈川地区会レクリエーションは横

浜モアーズのビアガ－デンにて、あいにく雨天となってしまいましたが盛況のうちに終えることができました。支部学会のポ

スター作製や神奈川地区会総会に向けて役員一同頑張りますので、会員の皆様もどうぞよろしくお願いいたします。 

                                          （広報担当 T.I） 

 


